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提供：国土交通省関東地方整備局

一般社団法人全国建設業協会の災害対応状況
令和６年能登半島地震への対応状況について

○令和６年１月２日午前９時全建事務局に「令和６年能登半島地震災害対策協力本部」を設置
○各都道府県建設業協会との連絡体制を構築
○被災 3 県協会の対応状況の調査及び国土交通省への報告
○資材調達等についての調査並びに内閣府及び国土交通省への報告
○石川県協会における災害対応を「全建ジャーナル」にて公表
○ＳＮＳによる情報発信
○建設会社および建設従事者に対する支援メニューを全建ホームページで公表

「令和６年度能登半島地震災害対策協力本部」設置状況
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提供：国土交通省関東地方整備局

令和５年２月９日新潟日報

令和６年能登半島地震への対応状況について
石川県協会における災害対応を「全建ジャーナル」にて公表

全建ジャーナル 2024 2月号

各都道府県建設業協会との連絡体制の構築
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提供：国土交通省関東地方整備局

令和５年２月９日新潟日報

令和６年能登半島地震への対応状況について
ＳＮＳによる情報発信
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令和６年能登半島地震への対応状況について
「建設会社および建設従事者に対する支援メニューを全建ホームページで公表



提供：国土交通省関東地方整備局

一般社団法人石川県建設業協会の災害対応状況（令和6年4月19日時点）

能登半島地震への対応状況について令和６年能登半島地震への対応状況について

【道路啓開】（129社延べ958班）
•石川県との協定に基づき発災翌日から県道の道路啓開に着手。
•１班３日間の交代制を原則とし、後続班に引き継ぎ。
•鳳輪、珠洲、七尾鹿島、羽咋郡市の４地区が大きな被害を受けたこ
とから、それ以外の金沢、白山野々市、小松能美、加賀の４地区の
会員が中心に活動。
•作業従事者は食料や飲料水、燃料を持参し、車中泊等で対応。
•4月19日をもって概ね道路啓開等作業を終了。
•4月20日以降、２路線、２社が道路啓開作業を継続。

＜災害復旧＞（129社延べ964班）

令和５年２月９日新潟日報

【被災建築物応急危険度判定応援】（かほく市、宝達志水町）
（19社延べ21班）

•石川県からの要請に基づき、1月12日にかほく市（5社5班）、宝達
  志水町（5社5班）
•1月18日に内灘町（14社11班）

【河川堤防補強】（3社延べ6班）
•石川県からの要請に基づき1月3日に着手。
•重機４台を使用し1月4日に応急支援を終了。

石川県建設業協会は鳳輪、珠洲、七尾鹿島、羽咋郡市の４地区が大きな被害を受けたことから、それ以外の金沢、白山野々市、小松能美、
加賀の４地区の会員(１２９社延べ９６４班)が中心に活動。

＜物資等支援＞（18社）

【砕石運搬】
•北陸地方整備局及び石川県からの要請に基づき1月6日に能登方面に
砕石等運搬を開始。
•1月11日に砕石の１次集積場を設置・受入開始。(志賀町:徳田大津)
•2月21日で概ね予定量が搬入、１次集積場への運搬を終了。
•2月29日までに能登地区の要請先にダンプトラックで延べ約4,500台
運搬。
•3月4日で１次集積場から請先への運搬を終了。
•3月29日で砕石の運搬を終了し、要請先へ約3万2千㎥を運搬。

【物資輸送】（ﾌﾞﾙｰｼｰﾄ､土のう､非常食､飲料水､給水袋）
（13社）

･ 北陸地方整備局からの要請に基づき輪島市、珠洲市、能登町、穴
水町、七尾市、中能登町、宝達志水町、羽咋市、内灘町、加賀
市へ各要請物資を運搬。（1月4日～10日、16日、24日）。

【災害応急対策資材輸送】（耐候性大型土のう､土のう､ ﾌﾞﾙｰｼｰﾄ）
（2社）
･ 石川県からの要請に基づき、ﾌﾞﾙｰｼｰﾄ50枚を金沢市内県立高
   校へ輸送。（1月6日）
･ 北陸地方整備局からの要請に基づき、耐候性大型土のう600袋、
土のう袋400袋、ﾌﾞﾙｰｼｰﾄ300枚を能登町役場、穴水町役場、羽咋
市役所へ輸送。（1月8日）

･ 北陸地方整備局からの要請に基づき、耐候性大型土のう13,880袋
を能登地区の被災地へ輸送。
（1月9日～12日、22日、31日、2月17日）

【安全施設輸送】（ｶﾗｰｺｰﾝ､工事用簡易信号機等）（2社）
･ 北陸地方整備局からの要請に基づき、七尾市役所、穴水町役場、
能登町役場、羽咋市役所、内灘町役場、加賀市役所、志賀町役
場へ各要請安全施設を輸送。（1月4日、5日、7日、9日～11日、
16日、18日、19日、25日）

【軽油輸送】（1社）
･ 七尾鹿島建設業協会からの要請に基づき1月4日に対応。
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提供：国土交通省関東地方整備局

能登半島地震への対応状況について令和６年能登半島地震への対応状況について

○珠洲市正院町地内（１月１１日）
提供：高藤建設工業㈱

○鳳珠郡穴水町川尻地内（１月１１日）○鳳珠郡能登町中斉地内（１月１０日）
提供：㈱風組

○鳳珠郡能登町宮犬地内（１月１３日）
提供：加賀建設㈱

○鳳珠郡穴水町地内（１月１４日）
提供：小川建設㈱

【奥能登における道路啓開等の様子】
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○輪島市門前町二又川地内（１月１７日）
提供：北川建設㈱



能登半島地震への対応状況について令和６年能登半島地震への対応状況について

○輪島市門前町別所地内（１月２３日）
提供：木野建設㈱

○金沢河川国道事務所物資輸送
協力会社：加州建設㈱

〇輪島市輪島港砕石運搬

【物資輸送の様子】 【砕石運搬の様子】
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○輪島市別所谷町地内（３月２９日）
提供：鈴木建設㈱

○輪島市滝又町地内（４月５日）
提供：㈱竹松組

○輪島市門前町二又川地内（１月１８日）
提供：北川建設㈱



提供：国土交通省関東地方整備局

一般社団法人富山県建設業協会の災害対応状況（令和6年3月1日時点）

令和６年能登半島地震への対応状況について

①災害協定に基づく自主パトロール（道路、海岸等）
  ②北陸地整､県､ 市町村等からの要請に基づく道路､河川､ 港湾､

下水道における崩壊･隆起･陥没･ 亀裂･ 土砂流出等の応急復旧
  ③市の要請に基づく住家の被害認定調査
  ④県有施設（建築物）の点検、応急措置
  ⑤民間施設（建築物）の点検、応急措置

富山県内における応急対応等（災害協定に基づく）

【出動の概要（R6.2.21までの状況）】
１）給水、排水、照明（電源供給）の支援
  ①かほく市、能登町、輪島市の避難所等での給水支援
（27社72名、給水車1台）【継続】
②七尾市ポンプ場での排水作業
（8社27名、排水ポンプ車1台、照明車1台）【完了】
③能登町での雨水排水作業（2社6名､排水ポンプ車1台）

     【完了】
④珠洲市、輪島市の避難所等の照明（電源供給）
（4社9名、照明車1台）【完了】

⑤珠洲市の土砂崩れ現場での夜間作業
    （1社4名、照明車2台）【休止】
２）道路啓開作業の支援
 ①能登町、珠洲市の市町道の道路啓開作業
（2泊3日、39社215名、車両・機械178台）【休止】

1班：1月14日～、2班：1月17日～、3班：1月20日～、
4班：1月26日～、5班：1月29日～、6班：2月7日～、
7班：2月10日～、8班：2月13日～

【その他】骨材販売協組へ資材調達の依頼
  ①珠洲市へ砕石1,000㎥、山砂300㎥
②穴水町へ砕石2,000㎥、山砂2,000㎥     ダンプ約2,360台
③輪島市へ山砂500㎥
④能登町へ砕石2,000㎥、山砂4,000㎥

・1月9日、北陸地整から、被災地へ届けることができる資材
   （ブルーシート、土嚢袋、カラーコーン、コーンウェイト、

注意看板、常温合材）の保有状況について照会があった。
  【地整への回答（R6.1.15）】※87社からの回答集計
１）ブルーシート：〔3.6ｍ×5.4ｍ〕1,222枚、

〔5.4ｍ×7.2ｍ〕437枚
２）土嚢袋：21,845袋
３）カラーコーン：3,301個、コーンウェイト：2,444個、

コーンバー：1,955個
４）注意看板：190個
５）常温合材：3,301袋

・1月12日、全建から、国交省経由の内閣府防災の依頼により、
協会・支部等で備蓄しているブルーシートのうち提供可能な
枚数・納期及び運搬手段について照会があった。

  【全建への回答（R6.1.16）】
１）ブルーシート提供可能枚数：1,000枚
２）提供可能時期：要請から7日以内
３）運搬手段：運搬はお願いしたい。
４）その他：会員が保有している枚数であり、実際に提供し

てもらう場合は、各社から集めるため提供までに日数を
要する。
北陸地整からも同様の調査があり回答済み。

能登方面への出動等
（北陸地整からの要請に基づく広域防災・道路啓開等）

その他：資材の保有状況等について

・1月1日以降数度にわたり､北陸地整から災害対策用機械の派遣、
及び道路啓開作業支援のため会員の出動の要請等があった。
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令和５年２月９日新潟日報

令和６年能登半島地震への対応状況について

参考：北陸地方整備局記者発表資料（令和６年１月３１日より）

【応急復旧活動の様子】

9



提供：国土交通省関東地方整備局

一般社団法人新潟県建設業協会の災害対応状況（令和6年3月12日時点）

能登半島地震への対応状況について

 令和6年1月1日に発生した能登半島地震に、北陸地方整備局から災害協定に基づき、1月1日に災害対策車両の派遣、1月9日に道路啓開の
       支援要請がありました。
    1月2日から災害対策車両の断水被災地に給水車、夜間緊急工事に照明車を派遣しています。
 道路啓開支援は1月11日から2月6日まで、能登地域の孤立集落解消のため、車の往来が安全にできるよう道路段差の解消、2月13日
      から土砂等除去する緊急復旧支援を行っています。
 当協会の道路啓開支援では、必要となる資機材はすべて自前で持ち込み、宿泊も車中泊などで、仮設工事用トイレも持参しています。

道路啓開：【道路段差解消】1陣～第7陣(延べ890人)
支援会員：糸魚川、上越、柏崎、長岡支部 １４会員
【土砂等除去】支援会員：糸魚川、長岡支部 ５会員
□支援地域：珠洲市、穴水町、能登町
□持込資機材：常温合材、砕石、重機、ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ、工事用
仮設トイレなど

災害支援概要

令和５年２月９日新潟日報

経 緯

□1月 1日 16時10分令和6年能登半島地震発生震度7
□1月 2日～ 災害対策車両の派遣
□1月11日～2月6日 道路啓開(道路段差等の解消)
□2月13日～ 道路啓開（土砂等の除去）

広報の取り組み

□１月19日 建設系専門紙に支援状況の記者発表
□作業員の方には、「新潟県建設業協会の災害用ベスト」着用願い。
□当協会ホームページで支援状況を紹介
□北陸地整と連携し、会員の支援活動状況をＸ（旧ツイッター）に投稿。
※Ｘ投稿の閲覧回数は各約２万回～５万回

Ｘ（旧ツイッター）令和６年１月１７日新潟日報記事（令和６年１月２９日）

災害対策車両派遣（上越支部1,新潟支部6）
□給水車１月２日～ 氷見市、珠洲市、輪島市
□照明車１月３～５、15日～ 輪島市 のと空港

資材提供支援（糸魚川支部）
□再生骨材7,000m3(搬入地：能登空港、珠洲市蛸島)

令和６年能登半島地震への対応状況について
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令和６年能登半島地震への対応状況について

参考：北陸記者地方整備局発表資料（令和６年１月３１日より）

【応急復旧活動の様子】

【各種災害対策用機械による支援】
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その他の県協会による災害対応状況①（令和6年2月12日時点）

能登半島地震への対応状況について

 愛知県建設業協会
国土交通省からの要請（1／2）に基づき、ブルーシート、土嚢袋、ロープを金沢河川国道事務所へ資機材支援（2社 4名）
国土交通省からの要請に基づき、照明車のオペレーターの派遣支援（2社 6名）

 長野県建設業協会
国土交通省からの要請に基づき、ブルーシート、セーフティコーン、コーンバー、飲料水の資機材支援

長野県建設業協会

愛知県建設業協会

□資機材支援
・ブルーシート（3.6m×5.4m 160枚、5.4m×7.2m 30枚、10m×10m 20枚）、土嚢袋 1，000枚、ロープ100mもの 5巻）を
豊田市内から金沢河川国道事務所へ輸送（1／2 16:00発、19:55着・引き渡し）

・ブルーシート（3.6m×5.4m 350枚）を豊橋市内から金沢河川国道事務所へ輸送（1／2 18:20発、23:00到着・引き渡し）

□照明車オペレーターの派遣支援
・輪島市へ照明車オペレーターの派遣実施（1／21～1／23、1／26～1／31）

□資機材支援
・ブルーシート 3，251枚、セーフティコーン 869個、コーンバー 100本、飲料水 160㍑）を金沢河川国道事務所へ輸送

（1／5到着・引き渡し）
    ・ブルーシート 2，980枚、セーフティコーン 340個、コーンバー 550本）を金沢河川国道事務所へ輸送

（1／10到着・引き渡し）

令和６年能登半島地震への対応状況について
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能登半島地震への対応状況について令和６年能登半島地震への対応状況について

○第1回資機材支援（１月５日）

○第2回資機材支援（１月１０日）

【長野県建設業協会による資機材支援の様子】
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提供：国土交通省関東地方整備局

その他の県協会による災害対応状況②（令和6年2月12日時点）

 東北建設業協会連合会（宮城県建設業協会、福島県建設業協会）
国土交通省からの要請（1／26）に基づき、国土交通省所管施設等（災害対策用機械含む）へのタンクローリーによる給油作業を実施
（延２８社 ５６名）

 岐阜県建設業協会
岐阜県からの要請に基づき、石川県七尾市、志賀町、中能登町に支援物資（飲料水、アルファ米、保存パン、ブルーシート、土嚢袋、
セーフティコーン錘、敷鉄板、LEDバルーン照明 等）を輸送（18社 57名）
除雪オペレーターやタンクローリー運転手、照明車オペレーターの派遣支援（7社 8名）

東北建設業協会連合会（宮城県建設業協会、福島県建設業協会）

□給油作業支援
    ・宮城県建設業協会

国交省所管施設（災害対策用機械を含む）へのタンクローリー（延14台）による給油作業（軽油延484.31㍑）を実施（1／30～2／12）
・福島県建設業協会
国交省所管施設（災害対策用機械を含む）へのタンクローリー（延14台）による給油作業を実施（1／30～2／12）

令和６年能登半島地震への対応状況について

□資機材支援
・岐阜県からの要請に基づき、支援物資（飲料水3，492㍑、アルファ米・保存パン3，830食を県庁等で積み込み、七尾市役所に輸送・

        引き渡し（1／3）
    ・岐阜県からの要請に基づき、支援物資（ブルーシート3.6m×5.4m 335枚、10m×10m 220枚、土嚢袋4，000枚、セーフティコーン
        錘100個、を県内備蓄基地から七尾市役所・志賀町役場に輸送・引き渡し（1／4）
・岐阜県からの要請に基づき、支援物資（敷鉄板100枚、大型土嚢袋5，800枚、ブルーシート3.6m×5.4m 400枚、10m×10m 100枚、

        LEDバルーン照明 10基 他）を中能登町へ輸送・引き渡し（1／7）
□除雪オペレーター、タンクローリー運転手、照明車オペレーターの派遣支援
・岐阜県からの要請に基づき、中能登町の避難場所等3カ所の除雪のため、除雪オペレーター（3社 3名）を派遣（1／12～15）
・国土交通省からの要請に基づき、給油支援のためタンクローリー運転手（1社 2名）を派遣（1／12から1週間程度）
・国土交通省からの要請に基づき、照明車オペレーター（3社 3名）を派遣（1／16～22）

岐阜県建設業協会
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提供：国土交通省関東地方整備局

能登半島地震への対応状況について

令和５年２月９日新潟日報

令和６年能登半島地震への対応状況について

○国交省所管施設（災害対策車両を含む）への給油作業状況
（熱海建設株式会社）

【東北建設業協会連合会（宮城県建設業協会）による資機材支援の様子】
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能登半島地震への対応状況について【参考】令和６年能登半島地震の概要

※気象庁・気象協会HPのデータを全建で編集

震度５強以上の地域
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